
　

平
成
二
一
年
度
町
田
市
一
般
会

計
・
各
特
別
会
計
決
算
認
定
は
、

九
月
一
〇
日
に
設
置
し
た
一
〇
人

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
一
〇
月
六
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り

意
見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

◎
山
下
て
つ
や　

○
白
川
哲
也

　

森
本
せ
い
や　
　

わ
た
べ
真
実

　

市
川　

勝
斗　
　

河
辺
康
太
郎

　

熊
沢
あ
や
り　
　

細
野　

龍
子

　

あ
さ
み
美
子　
　

若
林　

章
喜

　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

平
成
二
一
年
度
（
二
〇
〇
九
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
二
、
一

三
八
億
一
、
七
二
六
万
五
千
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
二
、
〇
七
六
億

四
、
八
二
三
万
四
千
円
で
あ
る
。

　

形
式
収
支
で
は
六
一
億
六
、
九

〇
三
万
一
千
円
の
黒
字
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
に
お
い
て

も
五
二
億
八
、
二
四
九
万
三
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
で
見
る
と
、
歳
入
は

一
、
三
一
五
億
七
、
六
八
五
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
、
一
九
億
七
、

七
二
六
万
八
千
円
増
加
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
八
二

二
億
四
、
〇
四
一
万
五
千
円
、
歳

出
総
額
八
〇
六
億
六
、
三
四
四
万

八
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

に
比
べ
歳
入
で
四
五
億
三
七
〇
万

一
千
円
減
少
し
、
歳
出
で
三
二
億

四
、
三
七
九
万
円
減
少
し
た
。

　

特
別
会
計
の
純
計
決
算
歳
入
歳

出
差
引
額
は
、
受
託
水
道
事
業
会

計
を
除
き
全
て
赤
字
で
あ
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
、

収
支
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
に

比
べ
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

八
九
・
五
％
と
な
っ
た
。
な
お
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
経
常
一
般
財

源
に
加
え
な
い
場
合
の
実
質
的
な

経
常
収
支
比
率
は
、
九
三
・
一
％

と
な
っ
て
お
り
、
八
〇
％
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
数
値
で
、
財
政

の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
も
一
層
厳
し
い
財
政
状
況

が
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
更
な

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
つ
つ
、
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
事
務
の

見
直
し
を
進
め
、
効
率
的
で
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
努
め
ら
れ
た

い
。

　

最
後
に
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
審
査
の
際
に
指
摘
し
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
の
予
算
編
成
及

び
そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
特
に

留
意
さ
れ
た
い
。

歳　

入

　

①
経
済
状
況
の
厳
し
い
折
、
緊

急
雇
用
創
出
事
業
を
有
効
に
活
用

さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
雇
用
創
出

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

歳　

出

◆
総　

括

　

①
歳
出
に
お
け
る
過
大
な
不
用

額
・
流
用
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

適
正
な
積
算
を
行
う
な
ど
予
算
編

成
及
び
そ
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

②
施
設
建
設
や
施
設
維
持
管
理

の
際
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

実
態
把
握
や
デ
ー
タ
を
検
証
す
る

な
ど
適
正
に
運
用
さ
れ
た
い
。

　

③
施
設
修
繕
の
執
行
財
源
を
流

用
等
に
よ
り
確
保
し
て
い
る
事
例

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
修
繕
計

画
を
作
成
し
、
計
画
的
な
執
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　

④
貸
出
施
設
の
利
用
に
関
し
て

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

利
用
実
態
を
よ
く
把
握
し
利
用
率

を
向
上
さ
れ
た
い
。

◆
総
務
費

　

①
未
利
用
地
や
公
共
施
設
跡
地

利
用
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

跡
地
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
検
討
課
題
の
確
立
と
明

確
な
活
用
基
準
を
創
設
し
、
市
民

の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
有
効
活
用

を
図
ら
れ
た
い
。

　

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に

あ
た
っ
て
は
、
十
分
な
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
実
態

に
即
し
て
、
情
報
難
民
が
生
ま
れ

な
い
よ
う
、
町
田
市
と
し
て
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

③
中
心
市
街
地
活
性
化
の
企
画

に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
商
店
会
、

市
民
の
声
を
十
分
吸
い
上
げ
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
た

い
。

　

④
職
員
の
定
員
管
理
計
画
推
進

に
伴
い
、
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員

が
増
加
し
て
い
る
が
、
職
務
の
同

一
性
並
び
に
継
続
性
に
か
ん
が
み
、

労
働
条
件
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

⑤
職
員
試
験
事
務
に
つ
い
て
は
、

団
塊
の
世
代
が
退
職
し
、
職
員
年

齢
人
口
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
管

理
職
希
望
者
の
減
少
傾
向
に
か
ん

が
み
、
人
材
育
成
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

⑥
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
支

援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
の
目
的
意
識
を
明
確
に
し
、

事
業
趣
旨
（
市
民
・
地
域
へ
の
還

元
等
）
並
び
に
継
続
性
を
重
視
し
、

適
正
な
審
査
・
執
行
を
行
わ
れ
た

い
。

　

⑦
市
の
所
有
す
る
町
内
会
・
自

治
会
集
会
所
予
定
地
な
ど
は
、
利

用
目
的
の
再
検
討
を
含
め
、
活
用

を
図
ら
れ
た
い
。

　

⑧
男
女
平
等
施
策
を
実
態
に
即

し
て
進
め
る
た
め
に
、
女
性
を
構

成
員
に
含
め
た
男
女
平
等
参
画
協

議
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
、
課
題

の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

⑨
女
性
問
題
相
談
事
業
に
つ
い

て
は
、
対
面
相
談
の
充
実
な
ど
問

題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

　

⑩
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
に
伴
い
、
教
室
等
開
催
が
で

き
な
く
な
る
た
め
、
近
隣
の
施
設

な
ど
で
会
議
室
等
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
調
整
さ
れ
た
い
。

◆
民
生
費

　

①
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保

護
の
問
題
も
地
域
ご
と
に
合
意
を

図
り
な
が
ら
、
全
庁
的
課
題
と
し

て
民
生
委
員
、
地
域
、
消
防
団
と

の
連
携
を
更
に
深
め
、
災
害
時
に

し
っ
か
り
と
機
能
す
る
内
容
と
な

る
よ
う
一
層
の
支
援
強
化
を
図
ら

れ
た
い
。

　

②
や
ま
ゆ
り
号
運
行
サ
ー
ビ
ス

運
営
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
実

態
に
即
し
た
運
用
を
図
ら
れ
た
い
。

　

③
生
活
保
護
事
務
費
に
つ
い
て
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
基
準
に

沿
う
よ
う
改
善
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

生
活
資
金
貸
付
金
は
、
適
切
な
予

算
を
確
保
さ
れ
た
い
。

　

④
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
は
、

窓
口
相
談
や
周
知
の
促
進
で
、
市

民
の
理
解
と
利
便
性
向
上
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

⑤
就
労
・
住
宅
相
談
事
業
に
つ

い
て
は
、
実
態
に
即
し
た
解
決
が

行
わ
れ
る
よ
う
な
制
度
の
改
善
を

国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
町
田
市

と
し
て
も
住
宅
支
援
策
に
引
き
続

き
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

⑥
障
が
い
者
の
通
院
に
対
す
る

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
対
象
の
障
が
い
者
に
も
同

様
に
利
用
で
き
る
よ
う
拡
充
さ
れ

た
い
。

　

⑦
障
が
い
者
就
労
生
活
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
人
・
家
族
・

事
業
者
間
の
連
携
を
密
に
す
る
環

境
を
整
え
、
就
労
及
び
定
着
支
援

の
更
な
る
実
績
拡
大
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　

⑧
高
齢
者
の
見
守
り
の
地
域
の

核
に
な
っ
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
支
え
る
統
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
及
び
機
能
の
強
化

を
図
ら
れ
た
い
。

　

⑨
高
齢
者
福
祉
施
設
職
員
海
外

研
修
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

報
告
会
の
実
施
の
み
な
ら
ず
、
実

際
の
現
場
に
役
立
て
る
よ
う
に
、

実
り
あ
る
研
修
事
業
と
な
る
よ
う

図
ら
れ
た
い
。

　

⑩
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

基
準
の
見
直
し
や
、
周
知
方
法
の

工
夫
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

⑪
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は

多
様
化
し
て
お
り
、
子
育
て
の
相

談
等
が
よ
り
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
の
拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

　

⑫
民
間
保
育
所
整
備
支
援
事
業

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
は
積
極

的
に
事
業
に
関
与
し
、
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
建
設
地
周
辺

の
住
民
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
限
定
期
間
終
了
後
の
該
当

施
設
利
用
法
を
含
む
事
後
措
置
を

し
っ
か
り
念
頭
に
お
い
て
事
業
執

行
さ
れ
た
い
。

　

⑬
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
整
備
・

改
修
や
校
外
に
あ
る
学
童
保
育
の

校
内
へ
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

早
期
に
実
施
さ
れ
た
い
。

　

⑭
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設
に
お

い
て
は
、
よ
り
一
層
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
意
見
を
受
け
入
れ
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◆
衛
生
費

　

①
保
健
所
政
令
市
移
行
事
務
に

お
い
て
は
、
東
京
都
と
の
協
議
の

中
で
、
五
年
目
ま
で
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
固
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、

五
年
目
以
降
の
人
的
、
財
政
的
支

援
も
引
き
続
き
行
わ
れ
る
よ
う
協

議
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　

②
受
診
率
の
向
上
で
早
期
発
見

・
早
期
治
療
を
目
指
す
た
め
、
各

が
ん
検
診
の
更
な
る
啓
発
の
促
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
女
性

医
師
の
紹
介
等
き
め
細
や
か
な
対

応
を
図
ら
れ
た
い
。

　

③
動
物
愛
護
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
不
幸
な
命
を
生
み
出
さ
な
い

た
め
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
や
犬

に
対
し
、
避
妊
・
去
勢
手
術
の
補

助
事
業
や
新
た
な
飼
い
主
を
探
す

支
援
事
業
の
更
な
る
促
進
と
と
も

に
、
市
民
へ
の
意
識
啓
発
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

④
堆
肥
化
実
験
事
業
運
営
業
務

委
託
に
つ
い
て
は
、
剪
定
枝
再
資

源
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業

従
事
者
が
利
用
し
や
す
い
堆
肥
化

実
験
を
行
い
、
も
っ
て
都
市
農
政

の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

◆
農
林
費

　

①
北
部
丘
陵
ま
ち
づ
く
り
促
進

費
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
声
も

吸
い
上
げ
な
が
ら
、
農
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
を
具
体
的
に
目
に
見
え

る
形
で
整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

◆
商
工
費

　

①
小
野
路
宿
通
り
周
辺
街
づ
く

り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
元

と
連
携
し
、
実
状
に
あ
っ
た
事
業

を
行
う
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◆
土
木
費

　

①
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
権
者
の
心
情
・
歴
史
的
背
景
に

最
大
限
配
慮
し
、
丁
寧
か
つ
慎
重

に
促
進
さ
れ
た
い
。

　

②
自
転
車
駐
車
場
に
お
い
て
は
、

稼
働
率
が
低
い
と
こ
ろ
が
見
受
け

ら
れ
る
。
利
便
性
及
び
需
要
の
把

握
を
的
確
に
行
い
、
実
施
さ
れ
た

い
。

　

③
路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
バ
ス
事
業
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
バ
ス
の
有
効
活

用
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

④
相
原
駅
周
辺
街
づ
く
り
推
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
検
討
結
果
を

踏
ま
え
早
期
に
具
体
策
を
示
さ
れ

た
い
。

◆
消
防
費

　

①
防
災
情
報
事
業
に
つ
い
て
、

ア
ナ
ロ
グ
信
号
か
ら
デ
ジ
タ
ル
信

号
へ
の
切
替
え
に
際
し
て
は
、
消

防
団
と
も
連
携
し
、
事
業
を
進
め

ら
れ
た
い
。

◆
教
育
費

　

①
小
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
は
、
学
校
・
地
域
と
の

連
携
を
密
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の

支
援
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う
更
に
努

め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
人
材
バ
ン

ク
の
設
置
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
し
、
適
切
な
人
材
配
置
が
行
わ

れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　

②
適
切
な
運
用
基
準
の
検
討
を

さ
れ
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

も
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
を
早
急
に

作
成
し
、
設
置
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　

③
科
学
セ
ン
タ
ー
費
に
つ
い
て

は
、
理
科
学
教
育
の
規
模
と
内
容

の
一
層
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

　

④
中
二
職
場
体
験
学
習
継
続
に

あ
た
っ
て
は
、
現
場
の
声
を
吸
い

上
げ
て
、
職
場
確
保
や
指
導
体
制

に
つ
い
て
、
更
な
る
改
善
を
図
ら

れ
た
い
。

　

⑤
町
田
市
放
課
後
子
ど
も
遊
び

場
見
守
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
に
か
か
わ
る
人
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
反
映
し
事
業
展
開
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
さ
れ

た
い
。

　

⑥
自
由
民
権
資
料
館
普
及
事
業

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
重
ね
、
来
館
者
数
の
向
上
に

加
え
、
町
田
市
民
へ
の
周
知
も
積

極
的
に
促
進
さ
れ
た
い
。

　

⑦
身
近
な
と
こ
ろ
に
図
書
館
が

な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
図
書
館

利
用
需
要
に
応
え
ら
れ
る
工
夫
・

検
討
を
さ
れ
た
い
。

　　

①
雑
入
、
一
般
被
保
険
者
第
三

者
納
付
金
に
お
い
て
、
四
、
〇
八

七
、
五
九
五
円
の
収
入
未
済
が
発

生
し
て
い
る
。
収
入
済
み
と
な
る

よ
う
保
険
者
と
し
て
必
要
な
措
置

を
と
り
、
引
き
続
き
努
力
さ
れ
た

い
。　

　　

①
管
渠
建
設
費
に
つ
い
て
は
、

直
営
の
方
向
を
見
据
え
て
、
契
約

の
あ
り
方
を
検
討
し
つ
つ
、
十
分

な
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

　

歳　

入

　

①
葬
祭
事
業
に
お
い
て
は
、
福

祉
政
策
的
側
面
及
び
事
業
的
側
面

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
適
正
規
模

で
の
事
業
執
行
を
さ
れ
た
い
。

歳　

出

◆
総　

括

　

①
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託

は
、
直
営
と
の
コ
ス
ト
比
較
を
十

分
行
っ
た
上
で
、
実
施
さ
れ
た
い
。

◆
総
務
費

　

①
新
公
会
計
制
度
導
入
事
務
に

議
会
の
意
見（
要
約
）

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

決
算
特
別
委
員
会
の
構
成

決
算
特
別
委
員
会
の
構
成

全
員
一
致
を
も
っ
て

可
決
し
た
も
の

一
般
会
計

賛
成
多
数
を
も
っ
て

可
決
し
た
も
の

一
般
会
計

特
別
会
計

平成21年度

決算を認定決算を認定
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